
 

 

                                                                     

（令和７年６月１２日発表） 

「浮
ふ

月楼
げつろう

庭園
ていえん

」及び「駿河
す る が

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

」に係る文化庁文化審議

会の答申（史跡名勝天然記念物の指定等）について 

 

別紙資料  有  

・文化庁発表資料 

・駿河国分寺跡に関する資料 

◆ アピール 

ポイント 

令和７年（2025）６月２０日（金）に国の文化審議会が「浮月楼庭園」の登

録及び、史跡「片山
かたやま

廃寺
は い じ

跡
あと

」の追加指定をして「駿河国分寺跡」への名称

変更を含む、特別史跡の新指定１件、史跡名勝天然記念物の新指定７

件、追加指定等３１件、登録記念物の新登録６件について、文部科学大臣

に答申します。 

◆ 内   容 

【浮月楼庭園について】 

○明治初期に徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

の邸宅にあった園池
え ん ち

を元とし、今日まで伝えられ

てきた庭園です。園池を中心として、その西側に明輝館
め い き か ん

、園池と明輝館

の間に傾斜のある芝生部分を設けます。これらの配置は、基本的に慶喜

が居住した時期のものが引き継がれてきました。 

昭和 15 年(1940)の静岡大火や同 20 年の静岡空襲などに遭いなが

らも今日まで継承されてきた庭園で、造園文化の発展に寄与した意義深

い事例であり、静岡市内で初めて登録記念物（名勝地関係）に登録され

る予定です。 

※登録記念物とは：保存及び活用のための措置が必要とされる文化財を幅広く登録して、届出

制と指導、助言、勧告を基本とするゆるやかな保護措置を講じることにより所有者の自主的な保

護を期待する制度です。※建造物における登録有形文化財制度の記念物版です。 

○浮月楼庭園の取材については、以下の日程で対応できます。 

・６月 16 日（月）、17 日（火）のいずれも 10 時～１3 時 

・ご希望の方は、歴史文化課 文化財保護係 までご連絡ください。 

【駿河国分寺跡について】 

○国指定史跡片山廃寺跡は、駿河区大谷にある奈良時代の寺跡です。 

今回、片山廃寺跡の金堂や塔などの建物配置や出土瓦の模様から国

分寺跡であることがわかり、名称が「片山廃寺跡」から「駿河国分寺跡」

に変更される予定です。また、伽藍南西隅の区画内に当たる範囲が追加

指定されます。国分寺は、奈良時代、聖
しょう

武
む

天皇の命
めい

（７４１年）によって当

時の各国
かくくに

に１つだけ建立された官寺です。 

 
【浮月楼庭園について】  【駿河国分寺跡について】 

歴史文化課 文化財保護係  歴史文化課 埋蔵文化財係 

（静岡庁舎 16 階）      （静岡庁舎 16階） 

担当 森山・杉山       担当 小泉・望月 

電話 ０５４－２２１－１０６６  電話 ０５４－２２１－１０６９ 

報道資料 



令和７年６月２０日 

文化審議会の答申（史跡名勝天然記念物の指定等） 

文化審議会（会長 島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和７年６月２０日（金）に開催された同審

議会文化財分科会の審議・議決を経て、特別史跡の新指定１件、史跡名勝天然記念物

の新指定７件・追加指定等３１件及び登録記念物の新登録６件について、文部科学大

臣に答申しました。今回答申された史跡等の指定等の詳細は、別紙のとおりです。 

この結果、官報告示を経て、史跡名勝天然記念物は３，３９０件、登録記念物は 

１４３件となる予定です。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 

 課 長 田中 禎彦 

 課 長 補 佐 上田 和輝 

  主任文化財調査官（史跡部門） 渋谷 啓一 （内線9767） 

  主任文化財調査官（名勝部門） 平澤  毅  （内線9776） 

 主任文化財調査官（天然記念物部門）  江戸 謙顕 （内線9778） 

主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 近江 俊秀 （内線9766） 

 審 議 会 係 長  今村 結記  (内線9757) 

電話：０７５－４５１－４１１１（代表）
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別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                                 （令和７年６月２０日現在） 

種   別 現在指定件数 

今回答申件数 合計件数 

（現在指定件数と 

答申件数との合計） 新指定 解除 
統合に

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１，９１１ 

（６４） 

６※ 

（１） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，９１７ 

（６５） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４３２ 

（３６） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４３２ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１，０４０ 

（７５） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，０４１ 

（７５） 

合  計 

（うち特別史跡名勝天然記念物） 

３，３８３ 

（１７５） 

７

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

３，３９０ 

（１７６） 

※ 特別史跡の新指定「原爆ドーム」は、すでに史跡指定されているため、新指定件数６件に含まれない。 

 

（備考） 

  史跡・名勝・天然記念物の「現在指定件数」及び「合計件数」は、それぞれ特別史跡・特

別名勝・特別天然記念物の件数を含みます。 

  件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば、名

勝及び天然記念物など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお、重複指定物件を１件として数えた場合、 

   現在指定件数は、  ３，２６８件 

     答申後合計件数は、 ３，２７５件 です。 
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登録記念物 （令和７年６月２０日現在） 

種 別 現在登録件数 
今回答申件数 合計（現在登録件数と 

答申件数との合計） 
新登録 抹 消 

遺跡関係 １３ ０ ０ １３ 

名勝地関係 １１８ ６ ０ １２４ 

動物、植物及び 

地質鉱物関係 
  ７ ０ １※  ６

合 計 １３８ ６ １ １４３ 

※ 「マチカネワニ化石」の天然記念物指定に伴う、登録記念物「マチカネワニ化石」の抹消

 （備考） 

 件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば、遺

跡関係及び名勝地関係など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

なお、重複登録物件を１件として数えた場合、 

現在登録件数は、    １３７件 

答申後合計件数は、   １４２件 です。 
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「新指定・新登録」答申物件 

 

《特別史跡名勝天然記念物の新指定》 

【特別史跡】 １件 

「昭和２０年（１９４５）８月６日、広島に投下された原子爆弾により被爆した建物」 

１ 原爆
げんばく

ドーム（旧
きゅう

広島県
ひろしまけん

産 業
さんぎょう

奨励館
しょうれいかん

）【広島県広島市
ひろしまし

】 

 昭和２０年（１９４５）８月６日、アメリカ

軍が投下した原子爆弾により被爆した建物。大

正４年（１９１５）の建築で、昭和８年（１９

３３）に広島県
ひろしまけん

産 業
さんぎょう

奨励館
しょうれいかん

と改称。 

被爆当時の姿をよく保ち、第二次世界大戦末

期に人類史上初めて投下された原子爆弾の惨禍

を示す、被爆遺構の中でも象徴的存在。 

 

 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

【史跡】 ６件 

「加賀・越前の国境近くに位置し、戦国期の加賀国支配をめぐる攻防が繰り広げられた城跡」 

１ 大聖寺
だいしょうじ

城
じょう

跡
あと

【石川県加賀市
か が し

】 

戦国期から 織
しょく

豊期
ほ う き

にかけて加賀
か が の

国
くに

支配をめ

ぐる攻防が繰り広げられた城跡である。当初一

向一揆勢力の拠点であったが、越前朝倉氏・織

田氏・豊臣氏の支配拠点となった。 

北陸における戦国期の政治状況の変化を知る

上で重要。 

 

 

 

  

提供：加賀市 

提供：広島市 
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「現生人類の日本列島への拡散の実態を示す、後期旧石器時代初頭の遺跡」 

２ 香坂山
こうさかやま

遺
い

跡
せき

【長野県佐久市
さ く し

】 

関東山地の北端に位置する八風山
はっぷうさん

の山腹、標

高約１,１００ｍに立地する後期旧石器時代初頭

（約３．７万年前）の遺跡。礫群
れきぐん

とともに、

石刃
せきじん

、尖頭形剝片
せんとうけいはくへん

、刃部
じ ん ぶ

磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

が出土した。

石器群の内容から、周辺大陸との関係をうかが

わせ、現生人類の日本列島への拡散を示す遺跡

として重要。 

「伊
い

勢
せ

盛時
もりとき

（宗
そう

瑞
ずい

）により伊豆
い ず

国
のくに

の要衝に築かれ、後に北条領国西側の拠点となった城郭跡」 

３ 韮
に ら

山
や ま

城
じょう

跡
あ と

 附
つけたり

 付
つ け

城
じ ろ

跡
あ と

【静岡県伊豆
い ず

の国
くに

市
し

】 

１５世紀末頃に小田原北条氏の祖、伊勢盛時

（宗瑞）が伊豆国の本拠として要衝地に築き、

後に北条領国西側の拠点として機能した城郭跡。

周囲には、天
てん

正
しょう

１８年（１５９０）に豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が韮山城攻略時に築いた付
つけ

城跡
じろあと

が残っており、

戦闘状況が判明する遺跡として重要。 

「織田
お だ

信長
のぶなが

が明智光
あけちみつ

秀
ひで

に命じて築城させた織
しょく

豊
ほう

期
き

城郭の実態を知る上で重要な城跡」 

４ 坂
さ か

本
も と

城
じょう

跡
あ と

【滋賀県大津
お お つ

市
し

】 

織田信長配下の武将である明智光秀の居城で

あり、延暦寺等への監視拠点として、琵琶湖を

通じた京への流通拠点に築城された政治的、軍

事的、経済的に重要な城跡。本丸の礎石建物跡

や三ノ丸の石垣が良好に残っており、織
しょく

豊
ほう

系
けい

城

郭の立地や構造、築城技術等を知ることができ

る。 

撮影：佐久市 

提供：伊豆の国市 

提供：大津市 
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「西遷御家人の相良
さ が ら

氏の惣 領
そうりょう

多良木
た ら ぎ

相良
さ が ら

氏による地域支配や開発の様子を具体的に示す遺跡群」 

５ 多
た

良
ら

木
ぎ

相
さ が

良
ら

氏
し

遺
い

跡
せ き

【熊本県球磨郡
く ま ぐ ん

多良木町
た ら ぎ ま ち

】 

幕末まで続く相良
さ が ら

氏の最初の本拠地であり、肥後
ひ ご

国
のくに

球磨郡
く ま ぐ ん

に入部した西遷御家人の地域支配や開発

の様子を示すとともに、現存する寺社や仏像、豊富

な文字史料等と発掘調査の成果から、相良
さ が ら

氏の

惣領
そうりょう

、多良木
た ら ぎ

相良
さ が ら

氏の動向を具体的に知ることが

できる重要な遺跡群。 

 

 

 

「首里と那覇を結ぶ地に位置し、歴代琉球国王の位牌を祀り、国
こく

廟
びょう

と位置付けられた寺院跡」 

６ 崇
そ う

元
げ ん

寺
じ

跡
あと

【沖縄県那
な

覇
は

市
し

】 

  首里と那覇を結ぶ地にあり、歴代琉球国王の

位牌を正 廟
せいびょう

（本堂）に祀り、国
こく

廟
びょう

と位置付け

られた臨済宗寺院の跡。１５世紀～１６世紀初

の創建と伝わる。明・清からの冊封使
さくほうし

を迎え先

王の霊を祀る儀式（諭
ゆ

祭
さい

）を行った。琉球王国

の正統性を示す儀式の場であり、琉球王国の王
おう

廟
びょう

のあり方や祭祀の様相を知る上で重要な遺跡。 

 

 

【天然記念物】 １件 

「かつて日本列島に生息していた大型のワニ類の全身骨格化石標本」 

１ マチカネワニ化石【大阪府豊中市
とよなかし

】 

今から５０～４０万年前のある時期に日本列

島に生息していた大型のワニ類の絶滅種の全身

骨格標本。昭和３９年５月に大阪大学豊中キャ

ンパスの粘土層（約４５万年前：新生代第四紀

更新世チバニアン期の大阪層群）から発見され

た。 

  

提供：臼杵市 

提供：那覇市 

提供：大阪大学総合学術博物館 

提供：多良木町 
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《登録記念物の新登録》 

【名勝地関係】 ６件 

「金沢城下の鞍
くら

月
つき

用水
ようすい

を取り込んだ藩政末期の形式を伝えると考えられる庭園」 

１ 平
ひ ら

木
き

氏
し

庭
て い

園
え ん

【石川県金沢市
かなざわし

】 

金沢城下南方の菊川
きくがわ

にあったかつての

足軽組地
あしがるくみち

（足軽の集団居住地）の上
かみ

主
しゅ

馬
め

町
まち

に位

置し，正保
しょうほう

年間（１６４４～１６４８）に完

成したと伝わる鞍
くら

月
つき

用水
ようすい

沿いに所在する藩政末

期頃の庭園で，用水を取り込んだ背戸
せ ど

の構成を

よく伝えていると考えられる事例として意義深

い。 

 

 

「大野庄
おおのしょう

用水
ようすい

を取り込んだ前庭と奥向きの平明な主庭から成る昭和初期の庭園」 

２ 山田
や ま だ

氏
し

庭
て い

園
え ん

【石川県金沢市
かなざわし

】 

金沢城下西方の平士級
へいしきゅう

武士の居住区であった

長町
ながまち

に位置し，大野庄
おおのしょう

用水
ようすい

を取り込んで北東を

表向きとして前庭を設け，主屋を挟んで南西の

奥向きに主庭を配する近代住宅庭園で，昭和時

代初期以降における金沢の庭園文化を知る上で

意義深い。 

 

 

「明治初期に徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

の邸宅にあった園池を元とする庭園」 

３ 浮
ふ

月
げ つ

楼
ろ う

庭
て い

園
え ん

【静岡県静岡
しずおか

市
し

】 

明治初期に徳川慶喜の邸宅にあった園池を元

とし、今日まで伝えられてきた庭園。東西約４

０ｍ、南北約２５ｍの園池を中心とし、昭和１

５年（１９４０）の静岡大火や同２０年の静岡

空襲などでたびたび建物が失われたが、戦後新

たに建物が整備された。 

  

提供：金沢市 

提供：静岡保徳株式会社 

提供：金沢市 
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「海運業等の会社の本店に、大正から昭和にかけて造られたと伝わる庭園」 

４ 旧
きゅう

八
や

木
ぎ

商
しょう

店
て ん

本
ほ ん

店
て ん

庭
て い

園
え ん

【愛媛県今
い ま

治
ば り

市
し

】 

海運業や水産業の会社であった八木商店の本

店に、大正中期から昭和初期にかけて造られた

と考えられる庭園。舌状に突き出た山の斜面の

裾に造られ、山上からの眺望も優れる。園内に

は巨石を配し、飛石の園路をめぐらす。 

 

 

 

 

「明治中期に炭鉱経営者によって造られ、昭和中期に現在の形に整えられた庭園」 

５ 旧
きゅう

豊
ほ う

山
ざ ん

閣
か く

庭
て い

園
え ん

（旧旅館
きゅうりょかん

田川
た が わ

）【福岡県北
き た

九
きゅう

州
しゅう

市
し

】 

明治２０年代に炭鉱経営者が造営し、その後

昭和中期に現在の形に整えられたとされる池泉

庭園。東西約４０ｍ、南北約２０ｍの園池を中

心とし、多数のマツ類が植栽されている。昭和

３０年代に園池の西側に数寄屋風
す き や ふ う

の離れが建て

られた。 

 

 

 

 

「昭和４５年に開園した民間植物園のトックリヤシの並木とユスラヤシの林の風致景観」 

６ 東
とう

南
なん

植
しょく

物
ぶつ

楽
らく

園
えん

【沖縄県沖
お き

縄
な わ

市
し

】 

沖縄本島中部に位置する昭和４５年（１９７

０）に開園した民間経営の植物園で，創業以来

の区域にトックリヤシの並木とユスラヤシの林

が印象的な風致景観を成している。 

 

 

提供：藤高興産株式会社 

提供：アートホテル小倉ニュータガワ 

提供：東南植物楽園 
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史跡名勝天然記念物の指定等 
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《特別史跡の新指定》 １件 

１ 原爆
げんばく

ドーム（ 旧
きゅう

広島県
ひろしまけん

産 業
さんぎょう

奨励館
しょうれいかん

）【広島県広島市
ひろしまし

】 

原爆ドームは、第二次世界大戦の末期である昭和２０年（１９４５）８月６日午前８

時１５分に、アメリカ軍が広島に投下した原子爆弾により被爆した建物である。平成７

年に史跡に指定され、翌８年に世界文化遺産にも登録された。 

大正４年（１９１５）に建築された、ドーム部分に鉄骨を用いた煉瓦造及び鉄筋コン

クリート造３階建て、正面中央階段室が５階建て、一部に地下１階の建物で、昭和８年

（１９３３）に、広島県
ひろしまけん

産 業
さんぎょう

奨励館
しょうれいかん

と改称された。爆心地から北西約１６０ｍの至近

距離で被爆し、爆風と熱線で内部は全焼したが奇跡的に倒壊を免れた。建物の中にいた

約３０名は全員即死した。昭和２５年頃までに原爆ドームと言われるようになった。 

  今回、広島市により昭和４２年以来５度にわたる保存整備の総括報告書がまとめられ、

国内における原爆遺跡の史跡指定に係る調査研究の進捗を受けたことにより、原爆ドー

ムが、現在もなお被爆当時の姿をよく保っており、第二次世界大戦末期に人類史上初め

て投下された原子爆弾の惨禍を示す、被爆遺構の中でも象徴的存在となっていることが

より明確となった。よって特別史跡に指定し、さらに充実した保護を図ろうとするもの

である。 

 

《史跡の新指定》 ６件 

１ 大聖寺
だいしょうじ

城
じょう

跡
あと

【石川県加賀市
か が し

】 

大聖寺城跡は、加賀・越前の国境近くに位置し、戦国期における加賀
か が

国
のくに

支配をめぐる

攻防が繰り広げられた城跡である。当初は加賀一向一揆勢力の拠点であったが、天文
てんぶん

２

４年（１５５５）以降、越前朝倉氏が頻繁に加賀に侵攻し、大聖寺城を占拠した。天
てん

正
しょう

３年（１５７５）以降は織田・豊臣両氏が支配し城代を置いたが、慶長
けいちょう

５年（１６００）

には前田
ま え だ

利
とし

長
なが

が制圧し、元和
げ ん な

元年（１６１５）に廃城となった。 

曲
くる

輪
わ

の形状や配置、虎口
こ ぐ ち

等が描かれた近世に作製された絵図と、縄張
なわばり

調査・測量調査

で確認した遺構が概ね一致することから、廃城時の姿を遺していることが分かる。本丸

を中心として、二の丸・鐘
かね

が丸
まる

の大規模な曲輪を高所に、その周辺の尾根筋に三の丸・

戸次丸
べっきまる

等の曲輪、本丸と二の丸・戸次丸に挟まれた谷に対面所
たいめんしょ

と呼ばれる広大な平坦面

を配置した城郭構造である。出土遺物は、１６世紀後半～末の様相を示す京都
きょうと

系
けい

土師器
は じ き

、

越前焼による甕
かめ

・擂鉢
すりばち

等がある。 

北陸における戦国期の政治状況の変化を知る上で重要である。 
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２ 香坂山
こうさかやま

遺
い

跡
せき

【長野県佐久市
さ く し

】 

香坂山遺跡は、長野、群馬県境に連なる八風山
はっぷうさん

山腹に位置する後期旧石器時代初頭の

遺跡である。平成９年に長野県による上信越自動車道建設に伴う発掘調査で発見され、

令和２～３年に奈良文化財研究所により行われた発掘調査により、八風山で産出するガ

ラス質黒色安山岩を用いた石器群が検出された。 

石器は大型
おおがた

石刃
せきじん

や尖頭形剝
せんとうけいはく

片
へん

、刃部
じ ん ぶ

磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

等からなり、石刃製作跡や礫群
れきぐん

、炭化物

集中が発見された。これらは約３．５万年前の八ヶ岳新期第４テフラよりも下位の層か

ら出土したこと、また、石器集中地点内で採取された炭化物の放射性炭素年代測定の結

果、較正年代で３．６～３．７万年前の数値が得られたことから、後期旧石器時代初頭

の石器群と位置付けられた。また、検出された遺構から、香坂山遺跡が石器製作だけで

はなく、生活の場としても利用されたことも明らかとなった。 

出土した石器の組成は、ユーラシア大陸の後期旧石器時代初頭石器群と共通するとの

指摘もあり、現生人類が日本列島に出現した後期旧石器時代初頭の人類行動を考える上

で重要であるとともに、大陸由来である石刃石器群の実態を考える上で重要である。 

 

３ 韮
に ら

山
や ま

城
じょう

跡
あ と

 附
つけたり

 付
つ け

城
じ ろ

跡
あ と

【静岡県伊豆
い ず

の国
くに

市
し

】 

韮山城跡は、１５世紀末頃に小田原北条氏の祖である伊勢
い せ

盛時
もりとき

（宗
そう

瑞
ずい

）が伊豆
い ず

国
のくに

へ進

出した後に本拠となり、後に北条氏の領国西側の拠点となった城郭跡である。標高１２

８ｍの天ヶ岳
てんがだけ

にあり、眼下に狩
か

野川
の が わ

と下田
し も だ

への陸路があり、駿河
す る が

湾と相模
さ が み

湾をつなぐ東

西陸路との結節点である交通の要衝に位置する。北条氏の本拠が小田原に移った後は、

境目の城として、駿河の今川氏、甲斐
か い

の武田氏に相対
あいたい

する位置にある重要な拠点であっ

た。 

天ヶ岳山頂周辺と南西尾根と北東尾根に曲輪や堀切を設け、北西に伸びる尾根の先に

ある龍
りゅう

城
じょう

山上
さんじょう

の幅約１００ｍ、長さ約４００ｍの範囲には、本丸、二ノ丸、権現曲輪、

三ノ丸とよばれる曲輪が残存している。南東尾根筋には出城的な遺構があり、北東尾根

筋には史跡韮山
にらやま

役所
やくしょ

跡
あと

を含んだ範囲で城郭遺構群が確認できる。山塊の西側には２時期

にわたる堀跡が確認されており、文献史料における「大構
おおがまえ

」との関連が指摘されてい

る。 

天ヶ岳周囲には、天
てん

正
しょう

１８年（１５９０）の豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

による小田原攻めの際に、韮山

城包囲のために豊臣方が築いた付
つけ

城跡
じろあと

が残っており、参陣者を記した文献資料と合わせ

ることで戦闘の様子が判明する。戦国時代の築城の様子や、その終焉期の戦闘状況を知

る上で重要な遺跡である。 
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４ 坂
さ か

本
も と

城
じょう

跡
あ と

【滋賀県大津
お お つ

市
し

】 

坂本城跡は、織田
お だ

信長
のぶなが

が比叡
ひ え い

山
ざん

を焼き討ちした後の延暦寺
えんりゃくじ

等への監視拠点として、

明智光
あけちみつ

秀
ひで

に命じて、元亀
げ ん き

２年（１５７１）から築城を開始した城郭跡である。 

坂本城の構造を詳細に示す史料は残されていないものの、当時の記録等から、坂本城

は天守を有しており、驚くほどの規模であったこと、城郭が琵琶湖水と接しており、城

内から船に直接乗り込むことが可能な構造であったこと、豪壮華麗で安土城に次ぎ天下

に有名な城であったと認識されていたことが窺える。 

これまでの調査により、推定本丸跡から１６世紀後半のものと考えられる礎石建物跡

や石組井戸などが確認されており、明智光秀の時代の御殿もしくは上級家臣団の屋敷の

可能性が考えられている。また、推定三ノ丸跡からは、１６世紀後半のものと考えられ

る両側に石垣を有する幅９ｍの堀と、堀の内側から礎石建物跡や石組井戸などの遺構が

確認されている。 

坂本城跡は、織田信長配下の有力武将である明智光秀の居城であり、琵琶湖を通じた

京への流通拠点に築城された政治的、軍事的、経済的に重要な城跡である。 

５ 多
た

良
ら

木
ぎ

相
さ が

良
ら

氏
し

遺
い

跡
せ き

【熊本県球磨郡
く ま ぐ ん

多良木町
た ら ぎ ま ち

】 

多良木相良氏遺跡は、鎌倉時代前期に球磨郡
く ま ぐ ん

に下向した西遷御家人、鎮西
ちんぜい

相良
さ が ら

氏の菩

提寺である青
しょう

蓮寺
れ ん じ

と、居館もしくは川湊関連施設と推定される蓮花寺東之
れ んげ じひ がし の

前遺跡
まえいせき

から

なる遺跡である。現在も、多良木の地には鎮西相良氏の惣 領
そうりょう

、多良木相良氏が、惣領権

の主張と一族結合を維持する目的で信仰した寺社や城館、中世多良木村の開発に関わる

と考えられる「鮎
あゆ

之
の

瀬
せ

井手
い で

」が残る。 

蓮花寺東之前遺跡は、１２世紀後葉に成立し１５世紀中葉に廃絶する、球磨川と土塁

により区画された施設で、川湊と考えられる石積護岸が検出されている。規模は小さい

ものの、出土遺物には白磁
は く じ

四
し

耳
じ

壺
こ

・水注
すいちゅう

等の高級品が出土することなどから、多良木相

良氏による球磨川水運を利用した物流の拠点施設の可能性がある。青蓮寺は、永
えい

仁
にん

３年

（１２９５）に鎮西相良氏の祖、頼景
よりかげ

を祀ったことから始まり、現存する阿弥陀堂の背

後には、頼景をはじめとする相良一族の五輪塔が残る。 

多良木相良氏遺跡は、球磨郡に入部した西遷御家人の地域支配や開発の様子を示すと

ともに、現存する寺社や仏像、豊富な文字史料等と発掘調査の成果から、相良氏の惣領、

多良木相良氏の動向を具体的に知ることができる重要な遺跡群である。 
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６ 崇
そ う

元
げ ん

寺
じ

跡
あと

【沖縄県那
な

覇
は

市
し

】 

崇元寺跡は、歴代琉球国王の位牌を祀
まつ

っていた寺院跡で、１５世紀から１６世紀初め

ごろの建立と考えられる。首里と那覇港の中間に位置し、先代琉球国王を弔う「諭
ゆ

祭
さい

」

（先王
せんおう

諭
ゆ

祭
さい

）を執り行った寺院である。明・清王朝から派遣された冊封使
さくほうし

はこの儀式に

参列し、その後、首里城で新たな国王を冊封した。新国王は冊封後に、祖霊へ報告する

ため崇元寺を参詣した。琉球国王の正統性を示す一連の儀式の場の一つである。 

境内は約１，２３０坪あったとされ、東・北・西を石 牆
せきしょう

で囲み、南前面に３つのアー

チを持つ石造門、その両側に小門を備える石牆を置いた。石牆内には、本堂と呼ばれる

位牌が置かれた正廟
せいびょう

、東庁（国王控所）、西庁（王妃等の控所）、前堂、仏像が置かれた

庫裏
く り

、儀式時の調理場である神
しん

厨
ちゅう

の６棟の主要建物があった。入母屋造
いりもやづくり

の屋根、床は四

半敷の塼敷
せんじき

等、和漢混合様式の建物であった。 

重要文化財に指定されている「旧崇元寺
きゅうそうげんじ

第一門
だいいちもん

及び石牆
せきしょう

」以外は、沖縄戦によって焼

失するが、発掘調査により、建物の基礎部分や回廊の石敷き等の遺構が、戦前の測量調

査と一致して地下に残っていることが判明した。琉球王国の冊封関係について具体的な

状況を示す場であり、琉球王国の王
おう

廟
びょう

のあり方や祭祀の様相を知る上で重要な遺跡で

ある。 

《特別史跡の追加指定》 ３件 

１ 安土
あ づ ち

城跡
じょうあと

【滋賀県近江八幡市
お う み は ち ま ん し

】 

天正４年（１５７６）織田信長が安土山に築いた城跡。天主跡、伝本丸跡・伝二の丸

跡等からなる。城跡内には摠
そう

見寺
け ん じ

が所在する。安土山南西側を流れる安土川支流の藤
とう

兵衛
べ え

浜
はま

と呼ばれる、昭和中期まで舟入として活用されていた部分を追加指定する。 

２ 藤原宮
ふじわらきゅう

跡
せき

【奈良県橿原市
か し は ら し

】 

持
じ

統
とう

天皇
てんのう

８年（６９４）から和銅
わ ど う

３年（７１０）まで営まれた古代都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し、約１ｋｍ四方の区画内に内裏
だ い り

、大極
だいごく

殿
でん

及び役所群が建てられた。今

回、条件の整った部分を追加指定する。 

３ 岩橋
い わ せ

千塚
せんづか

古墳群
こふんぐん

【和歌山県和歌山市
わ か や ま し

】 

和歌山平野の東側、紀
き

の川
かわ

南岸の岩橋
い わ せ

山塊
さんかい

において、古墳時代前期から終末期にわた

り築造された９７８基からなる日本有数の大規模古墳群。大谷山
おおたにやま

、大日
だいにち

山
やま

地区の未指定

地の一部及び、既指定地にない６世紀後葉から７世紀初頭の首長墓が立地し、当該期の

主たる墓域が展開する寺内
てらうち

地区、井
いん

辺
べ

地区を追加指定する。 
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《史跡の追加指定及び名称変更》 ７件 

１ 内裏塚古墳群
だ い り づ か こ ふ ん ぐ ん

【千葉県富津市
ふ っ つ し

】 

内裏塚古墳
だ い り づ か こ ふ ん

 

上野塚古墳
う わ の づ か こ ふ ん

 

九条塚古墳
く じ ょ う づ か こ ふ ん

 

古塚古墳
こ づ か こ ふ ん

 

稲荷山古墳
い な り や ま こ ふ ん

 

三条塚古墳
さ ん じ ょ う づ か こ ふ ん

 

割見塚古墳
わ り み づ か こ ふ ん

 

亀塚古墳
か め づ か こ ふ ん

 

房総半島南部に位置する、６世紀前葉の空白を挟み、５世紀中頃から７世紀にかけて

大型の首長墓および中小古墳が階層的に築造された古墳群。地域首長の動向やヤマト政

権との政治的関係、東国の特質を知る上で重要。内裏塚古墳に上野塚古墳、九条塚古墳、

古塚古墳、稲荷山古墳、三条塚古墳、割見塚古墳、亀塚古墳を追加し、内裏塚古墳群に

名称を変更する。 

２ 井
い

戸
ど

尻
じ り

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【長野県諏訪郡富士見町
す わ ぐ ん ふ じ み ま ち

】 

井
い

戸
ど

尻
じり

遺
い

跡
せき

 

曽
そ

利
り

遺
い

跡
せき

 

井戸尻遺跡、曽利遺跡いずれも縄文時代中期の拠点的な集落であり、群として評価す

ることにより、中部高地の集落構造を知ることができるとともに、縄文時代中期の標式

遺跡であることや藤森
ふじもり

栄一
えいいち

による縄文農耕論の契機となるなど、学史的にも重要な遺跡

群。井戸尻遺跡に曽利遺跡を追加し、井戸尻遺跡群に名称を変更する。 

３ 駿河国分寺跡
す る が こ く ぶ ん じ あ と

【静岡県静岡市
し ず お か し

】 

伽藍地内の中央に金堂、その北側に講堂、その背後に僧房が軸線を揃えて配置され、

伽藍地南東隅に塔が配された奈良時代の寺跡。駿河
す る が

国
のくに

最大で、周辺の国分寺跡に並ぶ

規模の寺院跡である。今回、伽藍南西隅の区画内に当たる範囲を追加指定し、片山
かたやま

廃寺
は い じ

跡
あと

から駿河国分寺跡に名称を変更する。 
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４ 出雲国山代郷遺跡群
い ず も の く に や ま し ろ ご う い せ き ぐ ん

【島根県松江市
ま つ え し

】 

正倉跡
しょうそうあと

 

北
き た

新
し ん

造
ぞ う

院
い ん

跡
あ と

 

南
みなみ

新
し ん

造
ぞ う

院
い ん

跡
あ と

 

南
みなみ

新
し ん

造
ぞ う

院
い ん

瓦
かわら

窯
が ま

跡
あ と

 

『出雲国風土記』に登場する意宇
お う

郡
ぐん

山代郷の２つの新造院跡とその関連遺跡で、古代

の地方寺院に関する文献史料の記録に対応する遺跡が確定できる稀少な事例であり、一

体的に評価することで古代の出雲国における地方寺院の成立と展開を理解できる重要

な遺跡群。今回、南新造院跡と南新造院に瓦を供給した南新造院瓦窯跡を追加し、名称

を変更する。 

５ 讃岐
さ ぬ き

遍路
へ ん ろ

道
みち

【香川県観音寺市
か ん お ん じ し

・善通寺市
ぜ ん つ う じ し

・高松市
たかまつし

・さぬき市】

大興寺道
だ い こ う じ み ち

 

曼荼羅寺道
ま ん だ ら じ み ち

 

曼荼羅寺境内
ま ん だ ら じ け い だ い

 

出釋迦寺境内
し ゅ っ し ゃ か じ け い だ い

 

甲山寺境内
こ う や ま じ け い だ い

善通寺
ぜんつうじ

境内
けいだい

 

根香寺
ね ご ろ じ

道
みち

 

根香寺境内
ね ご ろ じ け い だ い

 

志度寺
し ど じ

境内
けいだい

 

大窪寺
おおくぼじ

道
みち

 

大窪寺
おおくぼじ

境内
けいだい

 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の讃岐国（香川県）部分。第６７番札所に向か

って山を下りる大興寺道、第７２番札所曼荼羅寺境内、第７３番札所出釋迦寺境内、第

８２番札所根香寺境内、四国遍路最後の第８８番札所大窪寺境内を追加指定する。 
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６ 伊予遍路道
い よ へ ん ろ み ち

【愛媛県松山市
まつやまし

】 

観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

 

稲荷
い な り

神社
じんじゃ

境内
けいだい

及び
お よ び

龍光寺
りゅうこうじ

境内
けいだい

 

仏
ぶつ

木寺
も く じ

道
みち

 

明石寺
めいせきじ

道
みち

 

明石寺
めいせきじ

境内
けいだい

 

大寶寺
だいほうじ

道
みち

 

大寶寺
だいほうじ

境内
けいだい

 

岩屋寺
い わ や じ

道
みち

 

岩屋寺
い わ や じ

境内
けいだい

 

浄瑠璃寺
じ ょ う る り じ

道
みち

 

浄瑠璃寺
じ ょ う る り じ

境内
けいだい

 

八坂寺
や さ か じ

境内
けいだい

 

浄土寺
じょうどじ

境内
けいだい

 

繁多寺
は ん た じ

境内
けいだい

 

圓
えん

明寺
みょうじ

境内
けいだい

 

横
よこ

峰寺
み ね じ

道
みち

 

横
よこ

峰寺
み ね じ

境内
けいだい

 

三角寺
さんかくじ

奥之院
おくのいん

道
みち

 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の伊予国（愛媛県）部分。松山平野北西部に位

置する第５３番札所圓明寺境内を追加指定する。近世前期には現在地に所在し、１７世

紀建立の八脚門が位置を変えずに残る。 

７ 奄
あま

美
み

大島
おおしま

要塞
ようさい

跡
あと

及び大島
おおしま

防備隊
ぼうびたい

跡
あと

 附
つけたり

 大島
おおしま

需品支庫
じ ゅ ひ ん し こ

跡
あと

【鹿児島県大島郡
おおしまぐん

瀬戸内町
せとうちちょう

】 

大正１２年（１９２３）開庁の陸軍要塞跡に、昭和１６年（１９４１）配備の海軍大島
おおしま

根拠地隊
こんきょちたい

から発展した大島防備隊の本部跡、昭和１９年に防備隊に編入した第１８震
しん

洋隊
ようたい

基地
き ち

跡
あと

、明治２８年（１８９５）に設置された海軍施設の大島需品支庫跡の水溜
みずため

跡

等を追加し、名称を変更する。 
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《史跡の追加指定》 １７件 

１ 下野
しもつけ

薬師寺
や く し じ

跡
あと

【栃木県下野
しもつけ

市
し

】 

７世紀末頃建立の古代寺院跡。金堂跡・講堂跡・塔跡等が見つかっている。日本三戒

壇の一つ。称
しょう

徳
とく

天皇に重用された道
どう

鏡
きょう

が左遷されたことでも有名。指定地南東端に接

する、外郭施設である掘立柱塀跡が検出された地点を追加指定する。 

２ 総社
そうじゃ

古墳群
こふんぐん

【群馬県前橋市
まえばしし

】 

遠見山古墳
と お み や ま こ ふ ん

 

二子山古墳
ふ た ご や ま こ ふ ん

 

愛宕山古墳
あ た ご や ま こ ふ ん

 

宝塔山
ほうとうざん

古墳
こ ふ ん

 

蛇
じゃ

穴山
けつざん

古墳
こ ふ ん

 

群馬県の中南部に所在する５世紀後半から７世紀後半にかけて首長墓が連綿と築か

れた古墳群。各古墳は畿内地域との深い関連をうかがわせる要素を有しており、古墳時

代中期から終末期の地域首長の動向やヤマト政権との政治的関係を知る上で重要。今回、

二子山古墳の条件の整った部分を追加指定する。 

３ 取掛西貝塚
と り か け に し か い づ か

【千葉県船橋市
ふ な ば し し

】 

貝塚が多く密集する東京湾東岸域にあって、最古段階の貝塚を伴う縄文時代早期前葉

の集落である。地域における貝塚形成の開始期の状況を知ることができるとともに、同

時期の集落では関東最大級で、当時の生業や精神文化等の実態に迫ることのできる重要

な遺跡。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

４ 山野
さ ん や

貝塚
かいづか

【千葉県袖ケ浦市
そ で が う ら し

】 

東京湾東岸（房総半島西部）に位置する縄文時代後期から晩期の大型馬
ば

蹄形
ていけい

貝塚。こ

の地域に集中する大型貝塚群の中で現存する事例としては最南端に位置し、現在でも馬

蹄形貝塚の形状をそのまま見ることができる。出土した魚類遺体は、東京湾東岸の中央

部に位置する地理的特徴をよく表している。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

５ 小田原城跡
お だ わ ら じ ょ う あ と

【神奈川県小田原市
お だ わ ら し

】 

伊勢
い せ

盛時
もりとき

（宗
そう

瑞
ずい

）以来、小田原北条氏代々の手で関東支配の拠点として整備・拡張さ

れた城跡。近世には有力譜代大名が配された。本丸、二の丸、三の丸、総 構
そうがまえ

などから構

成される。総構の土塁と堀にあたる部分を追加指定する。 
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６ 佐渡金銀山遺跡
さ ど き ん ぎ ん ざ ん い せ き

【新潟県佐渡市
さ ど し

】 

近世から近代に稼働した我が国を代表する鉱山遺跡。道遊
どうゆう

の割
わり

戸
と

で知られる相川
あいかわ

金銀

山、相川に先んじて開発された鶴子
つ る し

銀山や西三川
にしみかわ

砂金山、１７世紀前半に栄えた新穂
に い ぼ

銀山
ぎんざん

、北沢
きたざわ

浮遊
ふ ゆ う

選鉱場
せんこうじょう

や大間
お お ま

港
こう

等の近代関係の施設からなる。今回、新穂銀山の一角を

追加指定する。 

７ 犬山城跡
いぬやまじょうあと

【愛知県犬山市
い ぬ や ま し

】 

木曽川沿いの独立丘陵に築城された中近世の城跡。国宝天守を有する。本丸や樅
もみ

の丸
まる

、

松の丸などからなる。江戸時代初期に尾張藩付
つけ

家老
が ろ う

成瀬
な る せ

正成
まさなり

が城主となって以降、成瀬

家が城主をつとめ、明治維新に至る。今回、三の丸の南端に位置する大手門枡
ます

形跡
がたあと

の一

部を追加指定する。 

８ 近江
お う み

大津宮
おおつのみや

錦織
にしこおり

遺跡
い せ き

【滋賀県大津市
お お つ し

】 

６６７年、天智
て ん じ

天皇
てんのう

が飛鳥から遷
うつ

し、琵琶湖西岸に営んだ古代の宮跡。６７２年の壬申
じんしん

の乱で廃絶した。これまでの発掘調査によって、内裏
だ い り

、正殿
せいでん

、南門、回廊
かいろう

、塀等の宮跡

中枢部分が見つかっている。今回、推定宮跡南東部の南辺回廊部にあたる地点を追加指

定する。 

９ 恭仁宮跡
くにきゅうせき

（山城国分寺跡
や ま し ろ こ く ぶ ん じ あ と

）【京都府木津川市
き づ が わ し

】 

天平
てんぴょう

１２年（７４０）に聖
しょう

武
む

天皇が遷都し、以後３年３ヵ月営まれた宮跡。平城還

都後に大極殿が山城国分寺に施入された。大極殿の基壇や国分寺の塔基壇が残り、発掘

調査により朝堂院や２つの内裏相当の区画等が見つかった。古代宮都の変遷やあり方を

伝えるきわめて重要な遺跡である。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

10 五斗長垣内遺跡
ご っ さ か い と い せ き

【兵庫県淡路市
あ わ じ し

】 

弥生時代後期初頭に石器製作を行う集落として出現し、後期末まで鉄器製作を行う集

落へと変化する。鍛冶遺構を有する建物跡を中心に多種多様な鉄製品、鍛冶工具とみら

れる石器類が多数出土し、弥生時代後期における鍛冶作業の実態を知る上で重要。今回、

条件の整った部分を追加指定する。 
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11 安倍寺
あ べ で ら

跡
あと

【奈良県桜井市
さ く ら い し

】 

阿倍
あ べ

氏が創建した氏寺で、７世紀後半の寺院の規模や当時の仏教文化を考える上で重

要である。阿倍
あ べ の

倉橋
くらはし

麻呂
ま ろ

が造営に関わった我が国最初の勅願寺である百済
く だ ら

大寺
おおでら

（吉備
き び

池
いけ

廃寺
は い じ

跡
あと

）と伽藍配置等が類似する特徴をもち寺院造営の背景にある有力氏族の動向を知

る上で重要。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

12 宮山古墳
み や や ま こ ふ ん

【奈良県御所市
ご せ し

】 

奈良盆地南西端の巨勢
こ せ

山
やま

丘 陵
きゅうりょう

北麓に、古墳時代中期に築造された墳長約２４５ｍの

大型前方後円墳。後円部に２基の竪穴式石室の埋葬施設、墳丘に葺
ふき

石
いし

と埴輪
は に わ

が認められ

る。 周
しゅう

濠
ごう

と周堤
しゅうてい

を巡らし、周堤に組み込まれた位置に方墳のネコ塚古墳が存在する。

今回、条件の整った部分を追加指定する。 

13 湯浅党
ゆあさとう

城館
じょうかん

跡
あと

【和歌山県有田郡
ありだぐん

有
あり

田川町
だがわちょう

】 

湯浅城跡
ゆ あ さ じ ょ う あ と

 

藤並館跡
ふじなみやかたあと

 

平安時代末期から南北朝期の紀伊
き い

国
のくに

において大きな勢力を誇った湯浅一族を中核と

する武士団「湯浅党」に関する遺跡。湯浅党の本拠地に形成された湯浅城跡、藤並館跡

からなる。豊富な関連史料をもつ中世武士団の一事例であり、中世前期の武士団の実態

を知る上で重要。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

14 姉
あね

川 城
かわじょう

跡
あと

【佐賀県神埼市
かんざきし

】 

南北朝内乱のなかで南朝側の拠点として築かれ、室町期には戦国大名龍造寺
りゅうぞうじ

氏の有力

被官であった姉川氏の居城となった城跡である。大小の島々の周囲に堀を縦横に廻らし

た「環濠集落」としての特徴を持つ。今回、池沼・島状の地形を残す部分やその周辺を

追加指定する。 

15 陣ノ内城跡
じんのうちじょうあと

【熊本県上益城郡甲佐町
か み ま し き ぐ ん こ う さ ま ち

】 

肥後
ひ ご

国
のくに

における中世城館の中でも突出した規模と、特異な構造をもった城館跡。水陸

交通の要衝に立地し、長期間にわたって継続的に城館が維持されたと考えられる。阿蘇
あ そ

氏から豊臣大名による肥後国支配へと転換する時期の政治的、社会的状況を考える上で

重要。今回、条件の整った部分を追加指定する。 
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16 日向国府跡
ひ ゅ う が こ く ふ あ と

【宮崎県西都市
さ い と し

】 

７世紀後葉のⅠ期、７世紀末～８世紀中葉に造営された南面する政庁のⅡ期、８世紀

中～１０世紀後葉に造営され、９世紀に最も整備されるⅢ期まで、各時期の内容と変遷

が判明し、ⅡからⅢ期が国庁と考えられる。古代日向
ひゅうが

国
のくに

の政治文化を考えるうえでき

わめて重要な遺跡である。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

17 旧 集 成館
きゅうしゅうせいかん

 附
つけたり

 寺山
てらやま

炭
すみ

窯跡
がまあと

 関
せき

吉
よし

の疎水
そ す い

溝
こう

【鹿児島県鹿児島市】 

旧集成館は、幕末の鹿児島藩主島津
し ま づ

斉
なり

彬
あきら

が、鹿児島湾に臨む磯
いそ

の地に西洋技術を導

入して造砲・製鉄・機械・硝子
が ら す

その他の工場群を建設し経営した遺跡である。斉彬死後

も事業は継続された。今回、発掘調査で判明した、石庫
いしぐら

の跡を含む集成館工場群の南端

部を追加指定する。 

《名勝の追加指定》 ３件 

１ 納池
の い け

【大分県竹田市
た け た し

】 

久住高原の火山麓扇状地の段丘部からの湧泉によって形成された景勝地で古くから

知られ、太政官
だいじょうかん

布達
ふ た つ

に基づき初期に設定された公園の九州地方における事例として貴

重で日本公園史における学術上の価値が高い。今回、条件の整った指定地西側の隣接

地を追加する。 

２ 伊江殿内庭園
い え ど ぅ ん ち て い え ん

【沖縄県那覇市
な は し

】 

琉球王国の有力家臣・伊江氏の居館に、琉球石灰岩の岩盤を巧みに掘りくぼめて水

盤状の池や石造の橋をつくり、景石に漢字を陽刻するなど、独特な意匠を持つ庭園。

今回、居館の導入部と敷地南西部を区画する石積の部分を追加指定する。 

３ アマミクヌムイ【沖縄県沖縄市
おきなわし

・国頭郡
くにがみぐん

国頭村
くにがみそん

】 

琉球開 闢
かいびゃく

神
のかみ

であるアマミクの伝説地。調査研究により特定された１３か所のう

ち、既指定の８か所に、国頭郡国頭村の「辺
へ

戸
ど

ノ
の

安須
あ す

森
むい

」を追加するとともに、既指

定である沖縄市の「ごゑく（越来
ご え く

グスク）」の指定地域を追加する。 
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《天然記念物の新指定》 １件 

１ マチカネワニ化石【大阪府豊中市
とよなかし

】 

マチカネワニ化石は、日本で初めて発見されたワニ類の化石標本で、マレーガビアル

（トミストマ類）の近縁種であるマチカネワニ Toyotamaphimeia machikanensis のホロ

タイプである。マチカネワニは、今から５０～４０万年前のある時期に日本列島に生息

していた大型のワニ類の絶滅種で、本化石標本によると全長６．９ｍ～７．７ｍと推定

され、頭骨の長さが１ｍを優に超える。本化石標本は、昭和３９年５月に大阪大学豊中

キャンパスの粘土層（約４５万年前：新生代第四紀更新世チバニアン期の大阪層群）か

ら発見され、学名の種小名は産地（待
まち

兼山
かねやま

）、現属名は古事記に出てくるワニの化身であ

る豊玉
とよたま

姫
ひめ

に因んで命名されたものである。 

専門家による補強・修復が施され、地質学、古生物学、病理学など多角的な視点から

の調査が実施されることで、マチカネワニ化石の学術的な意義が解明された。登録記念

物に登録された平成２６年以降も国内外での研究が継続され、東アジアを代表する巨大

爬虫類
はちゅうるい

であってワニ類の進化系統を議論する上で重要な化石標本であることがより明

確になってきた。日本の古脊椎
せきつい

動物学史上重要な化石であり、ワニ類の進化を解明する

研究においても不可欠な標本である。 

 

 

《天然記念物の追加指定及び名称変更》 １件 

１ 徳之島
とくのしま

明 眼
みょうがん

の森
もり

・義
ぎ

名山
な や ま

の森
もり

琉 球
りゅうきゅう

石灰岩地
せっかいがんち

森林
しんりん

植 物
しょくぶつ

群落
ぐんらく

【鹿児島県大島郡
おおしまぐん

伊仙町
いせんちょう

】 

徳之島の琉球石灰岩地に成立するアマミアラカシ群落を中心とする自然林。追加指定

する義名山の森は、水源地として水神が祀られるなど神聖な場所として守られてきたも

のであり、出現種数が豊富で絶滅危惧種や希少種も多数生育している。指定名称を徳之

島明眼の森・義名山の森琉球石灰岩地森林植物群落に変更する。 

  

21



登録記念物の登録 
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《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ６件 

１ 平
ひ ら

木
き

氏
し

庭
て い

園
え ん

【石川県金沢市
かなざわし

】 

平木氏庭園は、金沢城下南方の菊川
きくがわ

にあったかつての足軽組地
あしがるくみち

（足軽の集団居住地）

の上
かみ

主
しゅ

馬
め

町
まち

に位置し、正 保
しょうほう

年間（１６４４～４８）に完成したと伝わる鞍
くら

月
つき

用水
ようすい

沿いに

所在する藩政末期頃の庭園と考えられている。現在の所有者である平木氏は昭和２６年

（１９５１）にこの地を取得し、藩政末期の建物と敷地をそのままに受け継いでいる。 

敷地は、南西を表向きとして、前庭の通路が木造二階建、妻入り住宅建物の南西向き

に設けられた玄関に導き、背戸
せ ど

の地割に瀟 洒
しょうしゃ

な玉石積み護岸の流れを設けて主庭を成

している。敷地北東面を南東から北西に向かって直線状に流れる鞍月用水の水量が増す

と、背戸の南東隅から暗渠
あんきょ

管で取水して地割の中程まで抜いて水源とし、玉石積み護岸

の流れを成して用水に環流する。 

住宅建物奥向きの座敷からは、欅 板
けやきいた

の縁の外側に土間を設けた「土縁」の先、南東向

きに主庭を観賞する。流れ水源の玉石積み護岸の上には雪見灯籠を据えて縁先に向かう

流れの通景線の目当てを成し、流れの中程には畔に降り立つ小さな石段が設けられてい

る。玉石積み流れの両岸にはサツキを群植して、雪見灯籠までの奥行きを強調している。 

作庭の経過などは明らかではないが、藩政末期の住宅建物との配置関係から、近世金

沢城下の足軽組地において用水を取り込んだ背戸の構成を伝えているものとして、限ら

れた現存事例のひとつと考えられる点で意義深い。 

 

２ 山田
や ま だ

氏
し

庭
て い

園
え ん

【石川県金沢市
かなざわし

】 

山田氏庭園は、金沢城下西方の平士級
へいしきゅう

武士の居住区であった長町
ながまち

に位置し、加賀藩政

期以前に起源を有するとも伝わる大野庄
おおのしょう

用水
ようすい

 沿いに所在する近代住宅庭園のひとつで

ある。 

敷地は大野庄用水に沿った通りに面して北東を表向きとし、瓦葺きの表門と土塀で屋

敷の正面を区画してその内側に前庭を設け、主屋を挟んで南西の奥向きに主庭を配して

いる。表門から入ると正面に山型の小さな景石と八角灯籠が迎え、園路の左手には狭隘

な地割に石組み護岸の細く小さな池を深く穿って、表通りの向かいを流れる大野庄用水

から暗渠管で東から導水し、池畔石組みの袂から園路の下を通じて用水に環流している。 

主屋の奥向きに設けられた主庭は、前庭とは対照的に広々とした平庭を成している。

地割の中心には平らで大きな自然石を据え、そこから園内に点綴して配置された嗜好あ

る灯籠と蹲踞
つくばい

に向けて飛び石を打ち、主屋から右手奥の敷地西方隅には流下する滝のよ

うにいくつもの縦筋の入った大きな自然石を立てるなど、奇岩を景石としている。また、

平明な地割にアカマツやスダジイ、タイサンボク、イヌマキなどの常緑高木を配植して、
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木漏れ日の中に穏やかな印象を育んでいる。 

主屋から左手に昭和４５年に増築された離れの前にも同調して飛び石を打ち、灯籠と

蹲踞を据えて庭景の調和が図られている。昭和時代初期以降における金沢の庭園文化を

知る上で意義深い。 

 

３ 浮
ふ

月
げ つ

楼
ろ う

庭
て い

園
え ん

【静岡県静岡
しずおか

市
し

】 

浮月楼庭園は、静岡市の中心街にある駿府
す ん ぷ

城 跡
じょうあと

の南に位置する。江戸時代には代官

屋敷があったところで、明治の初めから２０年ほど、徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

（１８３７～１９１３）

が居住した。慶喜が去った後、敷地の大部分が保存され、料亭となった。明治２５年（１

８９２）と昭和１５年（１９４０）の二度の大火で建築が焼失したが、その都度再建さ

れた。しかし、昭和２０年６月の空襲により再び建築が焼失し、その後昭和２５年に、

本館跡に数寄屋風の明輝館
めいきかん

が建てられ、現在まで残る。 

庭園は、東西最大約６０ｍ、南北最大約４０ｍの園池を中心とし、その西側に明輝館、

園池と明輝館の間に傾斜のある芝生部分を設ける。これらの配置は、基本的に慶喜が居

住した時期のものが引き継がれてきた。園池の南岸には、池に突き出る形で茶室が建ち、

園池北側には長さ約１７ｍの橋が架かる。また、南西部に明治３５年（１９０２年）の

徳川慶喜再訪時の様子を記した石碑が建つ。 

浮月楼庭園は明治初期に徳川慶喜の邸宅にあった園池を元とし、大火や戦災に遭いな

がらも今日まで継承されてきた庭園で、造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 

 

４ 旧
きゅう

八
や

木
ぎ

商
しょう

店
て ん

本
ほ ん

店
て ん

庭
て い

園
え ん

【愛媛県今
い ま

治
ば り

市
し

】 

旧八木商店本店庭園は、高縄
たかなわ

半島北部の波止
は し

浜
はま

に位置する。波止浜は天和年間（１６

８１～８３）の塩田開発と塩の輸送等によって発展した地域で、八木商店も海運業等を

手掛ける会社であった。波止浜の商家に生まれた八木
や ぎ

亀
かめ

三郎
さぶろう

 （１８６３～１９３８）は、

塩蔵鮭の輸入等で成功し、大正中期までに波止浜本町
ほんまち

通りに面した土地に八木商店本店

店舗兼住宅を建築した。昭和１３年（１９３８）７月に八木亀三郎が亡くなると、間も

なく会社は解散し、翌年波止浜の八木家住宅は合資会社藤高商店の所有となった。 

旧八木商店本店庭園は、舌状に突き出た山の裾部に造られており、山の斜面を取り込

んでいる。店舗や住居棟などの縁先からは飛石がのび、自然石や切石を用いた園路へと

つながっている。園路は庭園内をめぐりながら山へも通じ、また山上からは波止浜の町

並みや海辺の景観を望むことができる。園内には巨石を用いた石組のほか、井戸枠、蹲

踞、石燈籠等が配され、マツ類、イブキ、カエデ類等の高木、ツツジ類等の低木が植え

られている。 
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旧八木商店本店庭園は実業家によって整えられた近代庭園で、現在まで良好に保存さ

れており、造園文化の発展に寄与した意義深い事例と言える。 

 

５ 旧
きゅう

豊
ほ う

山
ざ ん

閣
か く

庭
て い

園
え ん

（旧旅館
きゅうりょかん

田川
た が わ

）【福岡県北
き た

九
きゅう

州
しゅう

市
し

】 

旧豊山閣庭園は北九州市小倉北区の古船場
ふるせんば

町
まち

沿いを流れる神
かん

嶽
たけ

川
がわ

東岸に位置する。 

豊国
ほうこく

炭鉱を経営していた山本
やまもと

貴
き

三郎
さぶろう

（１８４６～１８９９）は明治２２年（１８８９）

に古船場町に邸宅を構えたが、明治３２年（１８９９）に急死し、その後大正４年（１

９１５）に実業家の小林
こばやし

徳
とく

一郎
いちろう

（１８７０～１９５６）が邸宅を購入する。小林は山本

が急死する数年前から古船場町に居住し、山本の世話で実業家になった人物であった。

小林は、豊国炭鉱と山本貴三郎から一字ずつ取り、購入した邸宅を「豊山閣
ほうざんかく

」と名付け

た。豊山閣は昭和２４年（１９４９）に売却され旅館となり、現在も宿泊施設として営

業を続けている。 

旧豊山閣庭園は、東西約４０ｍ、南北約２０ｍの石組護岸の園池を中心とし、園池の

東に滝を設け、南からは流れがつながっている。園池の周囲には飛石や砂利敷きの園路

がめぐり、植栽は、マツ類を中心に、マキ類、カエデ類、ホルトノキ等の高木、サツキ

ツツジ等の低木が植えられている。 

旧豊山閣庭園は炭鉱経営者が造営した庭園を元とし、その後宿泊施設の庭園として現

在まで受け継がれてきたもので、造園文化の発展に寄与した意義深い事例と言える。 

 

６ 東
とう

南
なん

植
しょく

物
ぶつ

楽
らく

園
えん

【沖縄県沖
お き

縄
な わ

市
し

】 

東南植物楽園は沖縄本島中部に位置する民間経営の植物園で、その敷地には現在約１，

３００種、５万株余りの樹木等が管理、展覧されている。創業者である大林
おおばやし

正宗
まさむね

 （１９

２９－２０１３、もとの名は李
り

堅
けん

、後に日本国籍を取得して改名）は、台湾の花蓮に生

まれ、昭和４０年（１９６５）に初めて沖縄に訪れる中で、社会繁栄の基礎を植物に見

出し、植物の楽園は人にとっての楽園に違いないとの信念から、沖縄に移住して、その

普及のため昭和４３年に大林
たいりん

農園を開業した。 

台湾やフィリピンからのヤシの苗の中継ぎ販売や栽培に取り組みつつその普及にも

尽力するようになり、当時県内でも珍しかったヤシの圃場を見学しに訪れる人びとも多

くなったことから、昭和４５年に有限会社東南植物楽園を設立して、観光植物園として

公開した。昭和５０年の沖縄国際海洋博覧会開催の動向を承けて、従来の植物園エリア

に加えて水上楽園エリアを開園し、沖縄県の観光振興増進に伴って代表的な観光地とし

て定着するとともに、昭和５６年には博物館法に基づき博物館に相当する施設として指

定された。 
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今回登録するのは、創業以来の植物園エリアのうち、ユスラヤシ並木とトックリヤシ

並木と呼ばれる区域で、いずれもいまや２００種余りにも及ぶヤシ類を収集、育成する

東南植物楽園の風致景観を象徴するものとして、意義深いものである。 
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静岡市観光交流文化局歴史文化課埋蔵文化財係　 電話 054-221-1069

今後、 静岡市埋蔵文化財センタ ーや登呂博物館で駿河国分寺跡

の展示をし ていきます

郷土の大切な歴史的遺産を守り
未来へ伝えていきまし ょ う 。

駿河国分寺跡の
詳し い情報は→

各国に１つしかない国分寺は天平 13

年（ 741） 全国に流行し ていた干ばつや疫病

などがし ずまるこ と を 願い聖武天皇が命じ て

造ら せたも のです。 こ の度、 文化庁における

審議を経て片山廃寺跡は「 駿河国分寺跡」 に

名前が変わるこ と が決定し まし た！ （ 令和７

年秋予定の官報告示によ り 正式に名称が変わり ます。）

奈良時代の寺院跡片山廃寺跡は静岡

市駿河区大谷字片山にあり ます。 こ の寺は、

国分寺説と 有力豪族の氏寺説と で意見が分か

れていまし たが、 平成 20 年の発掘調査で塔

跡が見つかっ たほか、 平城京とよく 似た瓦を

国分寺跡であること がわかりまし た。

もつことなど調査成果を検証し たところ、駿河

か た や ま は い  じ  あ と

じこ く ぶん ゆう りょく ごう ぞく う じ でら

おお や あざかたやま

し ょ う む てんのう

かん えきびょ う

国指定史跡片山廃寺跡は

駿河国分寺跡に名前が変わります

お知ら せ

国指定史跡片山廃寺跡は

駿河国分寺跡に名前が変わります


